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173.平成元年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 2

12.出町遺跡の水田発見

近江八幡市出町 出町遺跡

:HUITj立跡はj1i:iL八怖ilillJIIrf、告羽IIJTJ也先にfofi抗して

おり 、H日付158fドよ ') 1:地区Ilnj~:，9!1!'JJ;た!こf'l'.う潟奈等 、

10数次の~~ktiIJ~J i'f.を実施してきた。その結果、海抜約

88mを前後する微向J也に、 t臥，.a主主j!!物で針路成された、
弥生時代中J1fJとfi坑11年代IjijJUlの柴務が存在していたこ

とを餓認した.

今回、水問跡を倹:l.lしたと ζ ろ1;1、 i長子高の南側で地

形的に!，{低い所である.水問の区調や(1:憤i時代前期以

前の緋作 tについては、伐念ながらE確認することはで

きなかったが、ー!jll与の微々な水利悩殺を確認できた.

幅約 8mのI'Jr.主流協に大-+:を切り到し、伎やJ雑木を

縦横に翁lみ木を耳障さ止め、主要用水路に水を引き込ん

でいる。制約80cmfjiJl去をil¥llる主要用水路に引き込まれ

た水は、各々の!日水路に綴り分けられる。その分起点

には、先を鋭 <1mγ.してある;則咲や杭を-I'IJ)刊しj涯を設

けている.JllA I~ 、 I(t1洛4cmni!1&九十孔のみi~)羽 し ている

もの、 1110115-20cm、J'正き 3CIl1I狗1をの欠似のみ使用して

いるもの、，{:似と )LvC を jlt 川し、 二前:~I~tj直になって い

水田の溜液施設

るものがあった。また水凶をf:i同する制約20cmの小水

路もー部検出しており ‘ζ れら小水路は用水路から水

を取 1)入札易くするため、取り入札l::lのみ用水筒のほ

より若干深〈槻り込んでいる。ill械の性格 l二遺物の出

土;泣は少なかったが、円];)¥1l'6のJfll:t.よリ、はぽ形にな

る古治時代前期lのjよII -.r.~が 111ょしている"

今回発見 した;1<I U の ~JH乍 Illi は、現干1:当該地てつlくm耕

作 を行 っている1Mとほぼ|口lレベルと々えられ、当時の

IIPドや耕作ニヒは全て削'1;'されていると忠われる。しかし

これから問;11の淵脊がi1!l行するうえで十分に免凡され

る可能性はあり、 ~dJiや丸杭~使J目する JI曜の ~I~ lþ~が川

途や性怖のi!t!いであるかは今後の沫!砲とするとこであ

る。またl時期lについても!lHおの相互関係から十分に検

討する必姿がある.

(近汀:i¥紛，Ii教fj委H会 角 1: 匁行)

13. 未盗鋸の古積時代前期竪穴式石室発見

八日市市宮野山吉犠

八日市市 .ì1í:江八総ïIï&ぴ青H:I!ITにまたがる ':)r~t山

IUl頁 (稼~'!i308.8m )に必いて 、ゐ;:1六時代前l切の盟主穴式

石室を検出した。符室内書~I孟ヰミjðA舗の状態で、副葬品

が多〈出土した.

これは吉野1却を取りらく 2，Ii 2町(百日生町を含む)

と L14が進めている品1i.1.nlt，~史的辺椛j~U'I~~の.r.混とし

て八日市市が~hlliする、勺野 I LJ I:t跡:の4保守完備.T.']下に先

立つ発備制告により I ~j らかとな った むのである .

今 1111の ~Ht.li~笠

火.tt1i筏内のみで、

!Jll主j杉態、畑、l校あ

るいは他のJA葬ij(s

J止のオn烹等詳細1;1

~ 年度以降の淵伐

の粘・*を待たねば

ならないが、 I，ill:tド

品や';'fii・の別式か

ら4世紀中裁のEll-

I即時代IjiiJ!llの，'1治

である ことがtlJl狗

し1:.• 

専を穴式fi奈の .J.~

竪穴式石室会策 輸はほぼi釘北方位



を示し、 m悦は 1''1法で 1< さ 6.08111 、。IM.t~じま詣1.40111 、

南端1.30川、，ujさf.t本+w検:llluIまでで1.44111、市立高に

“‘f なヲミJI:イ iが・..~伐されていた. 村't't f.t側 1夜、天井
イiとらにiMIllUh[絞れである J.+:I(，Iにtld・:/，j，:をよ主流し、

そのLに本本氏を安ii'l'している.

~れiì・の If~~たは I~，i本"部分にm.1kの縄IIド~起をむつji~

lf~ ，j，十日で、ほ 1(IÎの 1111111ドt(が;I，lJ竹 If; ，j，桁よリ絞t 、。 Æ.:怖

のik さは5.3rn .幅 1~;lt端で0.8801 、 iti端0.78111 突起の

似 1.i:1じ端0.4701 、けj~;;':().2811l突出i長 lよ0.20111 である 。

MIJ:作，'0'11ま村1 ''1から、納総~(í3 I(II ( :， f(J結illi.立:併記成

3立、 _:.fIJ *'/<)，;. E 11 J IJ.I f ，'，¥立:.;j'':P4NIIILjf!U党、 :.ffJ i.生新H¥
jt，IlLl ~IIPLj i吹~(í;)、紛争u党21lhj(1付行化文:~立、 lii1ゴm鋭)、 59

u，~イ i烈 ，'，/， (l'fU~1i 1、fi'1;. 1 、 ~，)n'民 ' Ii 2 、るH主Jf~干i

製品 1)、11，;1鍬を入札た粉、j:主総(7)3、剣 l、鎌2、

総4、$:JS!k3 ) J:止ぴ'，i:(J1予1'.祝日トが:1'， オ:し、 fi'(y十からIJ、

札Jp:総¥'!l，~m~5()以 上、 ~:I;銚 3 、鉄7) 2、鉄剣 2、

鉄総 1， 干籾i>>J:及止ひぴrw抑将1 リ'~拠s 』A山1hlJ'い'

{八i日11市li1川山l i教f行it袋~H 会 イ“iJJ以j品以~( j巡主洋)

竪穴式石室内部(北から)

14，縄文後期集落の調査

能登川町大字今今安楽寺遺跡

今安楽~j:;立湖、 I~愛知川ゐ:1 ;}の n 然!J~防紋jll淵iに他省

し、*側に紛<i存教;1'j遺跡とと Lに縄文:後Wlの遺跡と

して知らuている.しかしi邸主の訓食ではi立物包含j討

が陥認されているだけで、 IIJW(1iなi立械は長"確認であっ

た.今II1Jの，l.INでは多数の縄文:後JVJJ二踏のほか、住府

跡、上総川1.役j喧械、 1.: 総~!-h'!illN惨などが発見されたた

め、ここにその慌・泌を紹介する.

fiミN跡I~ 2 f点検，'1¥さ hている. .t永I~ Jil褐色紡rt土

を切るr.~約色 1: ピッ 1・ /rî:で、外泌を í!i，tすると，{i径約

5111のほぼ円形を・Itするものであることがわかる。{i

N内総i設としてl.tj'll，没1:?í::が(i:J~;ーのはぽ中央部に{立話

している. らう ・械は 1:必(i:J，';・のitilliに位置し、 -j!1

約4mのiわ、杉.火挑j立を・4している。ニのはほ中央で

i削除火が附:泌されている.

土器埋没進機

.Uif}'ll.，l.没;iHNd主~) )，'~~!o' I'， ~ uている. これらの内.沢

は完mz、*Vf、ド分 1， 111-1 i'lllのみ l、 1"'1"，'111のみ 5であ

る。 1定却のi立(/・する 8nl~のうち 6 例jj:Jl'um ' 1 '央に.lTち

炊き刊j阪の亦イしをイiずる。 主た白人ーのうち111，';"ニ1'1主う

むの(j'l[梨)Ij 1 )，';のみで、その他はいわゆる1i:I，';'外

J叩11!~ であるの

七22 日H~li立hYj/立、 1( (1告が~ 8 "'以 1'.の不快flJJ杉を52す

l的訂版色ないし淡，'.'.¥1必也事M'(1: で、 i来さが.)30cm を ~trJ る 。

1'1:怖は 1~16事でないがlií: mll.t 'I<JiI.であリ、川la役Jニ総が2

1長(SX10 、 SX11 ) ~礼されているニとなどから、怪火

{主か?の可能性がある。

きて、今1i:ぅ供与i遺跡で仰られた資料からは以ドのよ

うな削泌がi'f.・1:している まず、ニょで予定凡された住

肘跡のt"fi遣は，;主JYIでー・般的な物火桃iiEではなく、いわ

ゆる平地式のむのと号えられる.ニれは峨I(IIに打たれ

た杭が卜.泌を」〈えるH {，.lI!ねるもので、 当 jn~事のよう

なれ，'ft:!Jlllでは今後このタイフの lì:I，'{跡が~êh!.さiLると

忠われる。

また、t'I!.jll'1:. ~f}1i lit米|制点、中古1IIIIli;..Itl!)jで}JII';';'手1)

E式mJ以後民mJするj'l¥悦(li:I，';'1付・外)がP4j必したも

のだといえる。 j[il:.j1j;鍛|鋭および)，';1j!1;'illでも。1oJ~1ぶ~

後期初)liIlf抑lがWIIJIIしており 、今後11411~，;での J'Il技研究

が期待される。

さらに当地跡からIj9.lm，1k汎の良好な i二協が多i止に

:H土している。 ζilらti-tとして'I'ill式-114ッ池.J:tfit-

行のものであるが、 ~iiH(のバリエーションも世í:'; で、

該!日lの士宮器研究にー''1iを投ずるものとなるだろう。

(能主主川町教Yfi:-H会 MUI 文雄)

15. 現存していた 3基自の古墳

串良町池寺 四ッ塚古境務

このi視覚11~，~宇~'Il助物fiiì 'J~ ~にfI!う1ê~bi必ず正である .

犬上mí'1'良町fi也寺地先に úi:nする削ツ塚市tjlß:~1主、

従;J~ 9 )~の，IiJれがあったとされている.そのうち 2JIi 

は機ねま削除のままで攻作してねり、その他にほぼ位.l泣

だけが線認で5ているむのが2)，1;ある.".I0kl:訓伐の結
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16.縄文晩期~中世の複合遺跡

多賀町大岡大岡遺跡

大|吋巡跡、1;1:多i'i111 J大字大lifiJに所イ1:し、芹111上流のj支

|主Jニに立地する。

今凶の;~41tは平成7乙年度多 !'ill汀大l潟地区県常(iJ努撚

f~1ì ' Jòj. ~たに I~ó う ・J '~前iJltfì'で約9 ， 000111' を対象に;澗有を災

施した。

制作の結栄、縄文|ぬjgJから小松までの逃椛を紛:1¥し
た。現況は水mである。i省総j(liまでの泌さ IHlIl(liから

30-40cmf~Uiで312織は全対的に後世1:の削、1< をうけてお

リ泣存状態I;J:良くない。縄文1ぬmJから向上六時代の巡物

を包含する?/Ij.状泣情、内川11制にのピヴトj作・5長穴住}，':・
死一色晶"""""- -'.:_-

1号土質検出状況

E湖跡唱串~ . I山I片[以境白(ド同J壮坑Tり)μ4)，!ム}

h泌tV昨JキF状i巡五立.机t挑R品持V町呼1it¥、2サ1"1世仕のピ.ツ'1 1ト.~俳!洋手 . J上二担検~'!~必長等を検;山U した 。 当

i泣立l跡跡内において斜純織t文立文:11晩免J期9切1i'Jカか、らf悦休4私;己5生1'.い削tサ川11，、

ような十総ぷ相を5皐1する j地1せ也!主!t~減kであ つ たカか、{は立 1明閃“倣;に!は立できな

かつたカがe、，1;!j'tll;~イt後 mlから "IU~:I時代にかけては羽、;鋭

的な十~ìHU を lïl_ していたと推5とするよとができる 。 4 -)，~ 

の門的[まいづiLも '1~ 泌の一部しか11(1;;訟できなかうたが

:11ごlてした泣物から 6刊紀'1'ごろから 7世紀初めごろの

ものと 巧ーえ られる。'1"1止においても集併を形成してい

たと巧・えられる。

;淵1n由民jの丘陵_j'.に卜数J出からなる大 li{~ ~i治併が{f.

イ1: しており 、 今l!!lの調1ê: て'般:11 した ~1:'9!H111の rtï!j'tl作と

の|弘H系、 ~~~J或と柴子高のあり Ji など般討すべきi;"!I!越であ

る。また今和!の調ti'Lt/'i=J11I:.ili~械の地)J'栄政 を 1115主す

るi'tiRな資本:1でみり 、犬 1'.111i.iiU戒との比較を燃まえ、

犬上miをWiIJx， した勢力として当地肢を従えることがで

きた。

(多t'illlf教行委1-i会 'frlJl I({記)

17.縄文時代の遺物が多量に出土

て 、 米紙IIIT教ft委u会では、平成JcJI三 j幻ニ大~\í:r与!Jt併 、

筑1管11th立跡、下5't:佼迂i:~専の発品li;lh~1f.を災地した 。 二の

うち筑政仙i遺跡からは縄文:l1)j代から奈良fI年代に篭るi立

構、jむ物が多 !1tに伶:11さ1ιた。

縦火: 11.\'代のj立桝としては、大If~土峨と n然ift~~告が般

1J1できた。二|ょ桃から{刊行元II式にFーするご1-:'t.-，¥I，< H¥:I:し
ている 。 n然il!èW告の対r~干~'l ご 1:.1対1([物J/則前士、いわゆるス

クモlぼであり、沼状のf存ち込みと L考えらJ.lる。この

スクモ j付からは縄文11.\' 代 I~.mlから後j~J に 7R る j二昔誌がa

ii設されていたが、その主体をなすむのは中JUlのもので、

{;I!i Jl;;.:'\;、新111有式 、 ~~ri以式に以するすニ11.*が多 {Ik に tl l土し

た。特に北|体.系のこlγ日正の出了1'.が日立つ。さらに討:nで

きるのは向精寸Iから:11二l二した桁脚ーlニ仙の:1'，ニl二である。

このニ1-.1偽はいわゆる伊fj'j'(l¥'!土111¥と11乎lii.L、中部Ilili;.、

土隅

- 3 -



I9.J4仁」じI:fJ息}j(二分イIiする Lので、 "1'['刊の資料は、 i'i:

~J也万では初の 11\ I '.W~.~ なろう。 11干I!!!!i rll!t1JJiij半と号

えらlLる

Ti採に I~~~ して I! fj航、 (I主主、 スクレイバ一、 lii手、

fi録、 l氏Tiなどが1M1:しているo Tj.."お.'!.HIHiの測g.が

数点:1¥i".している.3らに1..1~>l '1'からはイノシシ、シ

ヵなどの動物1'jや魚竹、モ号、 7ルミ、 トチの純子 E

い勺た n然i立物む事jltに:111:している.

また{栄作.1~ l\!iのÚ l.l fな網代が 3 ぷ:11 1:している。 ニ

のうち 1点に IJ.、 吟/"/ラの例1主'!:j!i: h:~.11:;に主主主つけて

j巴子にしたむのがおめられる}

縄文IIH¥:以降でI.t、Ij，j;'1二U"J11:(1) ..~I;;.fjL州、十:Wi~伴、

火消、 )jJfH'，J ~;I) ~~が険:1\ され、{，H'H;'f ftの包;干明から

は，.j，l1li が 2λ'U I\ ~I '. している 3

(米，，;(111)(!.c( J 12' I1会 '1'11' j~J ) 

18.石見型盾埴輸を回らせた前方後円墳

近江町新庄塚の越古墳

採の越J;f(¥!ま!Ji111 I!IUむI:lllf仰 i・に刈11ーする。|μ1，lj1ft

(.;I:.J{tLí:の ' ;~I; を尖っているものの、・門'f に iuztする ïîÎj

Jil走rJ.l.れとして川知lされて'::t.ら

今l叫の:""j1f.I止、 M'ri'(pぬも;<fiijとithl理排水税制告にwう

Lので、j;t>lH'J?:1Iされていた土リ L 例。J人-きら、処校

を持つことが1'1111111....全kt(j46m.後PJi:f>，hi長約27m

・liij}j ;11.制約24mを川り、さらに外開にはlr{大後J3m

の同校が政認された.

内JI¥I止東側に後円i潟、 1'4附にliijJI部をむつ*iJl・主制i

のliijJi f長川Iれであるが、術開と ~tll唱に鱗j主え(:カ64Zめら

れ、防のあたる Ilill暗に、 i濃い川派 ・ 終った京"1Î ' 多:~:

の.It!i紛JfHo.'iが!i(t;，zされたの

この(ii!iの '11干のt.'dl'lf，i、後l'1 [ftiの外i-*にう年UIJ阪
会m-，た r山首，~I品川愉 J の 1'It!'，; JI が ，14められることで、
I，ilitll紛のHH:(i川内ト1)1州て・ある"

，'i加の fj:I¥: li， :11 1:したJtii怖とi(()ぷ得から 61吐紀初

Jiiiとjtl定され、 jJj;i 1:111)' 1") ，ilj' (f ，片山の州築llltiIi:が、 rJ~ 

後門部の状況

の主主8j{~J → r~J￥，'jtfìllï'J -， r IIlilt J1(I~11 tUiJftJ→ 

「人J~lll "，jm .l .: 1'1\附されるに í~ っ た .

! i'i:iUllf fc({'[;: 11 ~~山崎怜也)

19.斜行条理開発期の建物群の発見

近江町顔戸埋塚遺跡

}繁ほi笠跡:主、従>I~から，'iJft と.'f院~・の政 {~;u併とし

て悶勾1 されてさたが、その'J.f悠(~可;'ijj で、県松Ilt持悦

ffliとnl'i計百tif't抑1，*.守男{絡にI'j¥・j'ilIlJの，J'IN.によって始め

てj立仇がIi(r;必された

4会:1-¥した必創出IJ:).()jリして 511.~!引 νJ ものかある，

t!i 1 !YH .J:1i，; ' I;.II;I'f~'I ' l lJ l 同州、，~\ 2 !YllよI"jlを(9)rl'~、

~ i.I JU]I，;t r'i tíi ll~dt 'i' JUJ を 'J~ し、 }J If~川 i的仏やkl停を築

〈カヘ統〈仇/11m"ヲr;rj'ieにJ:-，てむt?i見合大l<( '~1ヒさ

せる。

ui 4 mlの j立附I.t、先行ずる I~~則 (/ 1 j制的をJII!.I校、ある

いはt1IJ・Ji.し 、81'~iJ:.t 1:のJ..: )f~Hll ¥'，乙'，1:4必物を椛総すゐ仰

二れらの4.ll物!r("I土、，'1¥1・泌物かん o，II:~Gのむのヒ判断

されるが、その i;.'MIがr"Ji立閥、の保fl!llに拡がる「天の川

47iE斜h条 'I'.J の即;紋にj[ 似し て必 1I 、」の糾1î'~'P

の!期党にi添〈キfiびっく iぷf，V.とlltm1j;される。

また、~5 j~)の 1211f:紀後、いになると、 I"jjn跡の内IUl

に拡がる f坂 1II II\í統-糸 'I~ J の ~'，械に i:+mを frわぜた

獄、.i:IUJ!物がh'.~たさ H るため、 ).ijJ白川のI)lJ~過f'，'， を知

る好Ifl]となった.

(j[itPlf ~'J.({会 11会山崎幹t!!)

'" 
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大形掘立桧磁物(第 4織)

20.今井氏居館跡の調査

近江町新庄地先箕浦滅他遺跡

I}k手íïj..l-も校体i ・J~~.，に'化、工勺 íé~I，\，官'j l'tで. ~JI 水路節分

およびl;IJJ二lni約 1.7(Klm をN匁とした.排水路節分の

調食でIj、縄文l時代の多くの治協 !:Jll物を侠:tIしたの

をはと《とし τ 、 J氏13 ・ !JH~II.~代的j市 ・ n 然i配路など

を4突出し た、

縄文句f¥:のi蛍似にI止、 4)，I;"ln百九i1i1品ゃ'，'，llllたイiIIIl 

4 -



居室宮内の建物会景

が，'1:土したセ峨などがある。J'I[談泌総のうち 3)，~，ま 、

、、ずれも.iEi!i:lこtm殺されて;1;リ、そのうち 2J占には底

部~iしがおめられた。 則被に{必IIJ された :1二世話は、すべ

て後.mJ初I)Jifiの 'I 'i:lt:c~の特i殺を IJ~ している。 {也の二仁担時か

ら，<1'，:1二する l二部も|司11寺mJのLので、湖北地域の縄文後

mJの集泌を J7 えるよ:で司~(.!:必である。

切ゴ二部分 li 、今井氏)~;.館築主lìJJ誕の行If定地内に あるた

め、 当初より主釘館4正位1::附{係系のi泣i立I附が干有存Tヂ:イ{，:することカがf忽忽!1定とさ 1れL 

ていfたニ@ 湖T交足の卒斜結J占iよ栄l必ιミと、 H飛E烏H

る|時時削j期智切iと巧々トえ ら tれt る』抗似~Ii立+村村1七:主怨~物 2引{似集と b笥t伝ミ 111汀]'11時l時寺村{代℃恰品終冬わ り

匂町凶.~iの1縦h秘tや怨物B紛骨、など多〈のi泣t立I州村紛t を 4杉歓4尖足出した 。 場':1;]:2ヶ

，iJrで沖会IIJされ、 -;)1ま幅約 5川、泌さ0.8111を測る。も

う-)jiまITr.WJ3 m、深さ0.8111を測る。後者は人工的に

t!型められて いる 。 2 つの~lll;]:共に i凋脊 |弐内で八・鴻fが 1 1:.

ま っ ておリ、それらに挟まれた米;~，~i't部分が門にあた

ると考Lえられる 。

的館内部では、処物21決以上が存イ1:するほか 、jえfヒ
米IH.:I:ゴニ郷、炭化0t築材出土土娘、 ご十川IIIl集布!ti巡航、

'1ぺ止必などがある。多くのれ穴の'1'には、 j型土に多く

の焼J二 を合むものがあリ、 -"~'lYl J;li鉛が火.'ji.に過った

ニとが巧えられる。 しかし、地加は焼けた事足跡はなく、

焼けた後にT15地していることが例える。

今回の調:(正で検出した館関係の逃総は、中世航の内

部情/J.えを考えるうえでも!I1裂なu科であるといえる。

((財)滋賀以文化財if呆議協会 中 村 健二)

21，古墳時代の集落跡

長浜市新栄 ・西上坂大塚遺跡

大塚ill~がは、 i也!Ìíg家泣糊tの北京に位巡する 。 今回の

i~，Htl土、市i丘町能1川納総改良工中に伴う・J:r.H臼総統で、

逃跡、の南|浪にj![いとニろを申M9 m、東凶 280111(測量守.

jM ll'!2 . 520 n1' )にわたって会加i澗殺を災地した。

調f止の結袋、 lh・III時代の盟主穴式住Jrij跡11線、土初首謀

2 t.~、 I~I 然、水路 1 条 、 その他多数のピ y ト ・ 土郷 ， i-I事
等を検出した。校火式住127湖、11.、小さいもので G.8111

X21l1、力走大のものでは7.5111X 7111を測り、犬小隙々

9号住居士止完掘状況(西から)

である 。 ii1・frY~の1I，f]Ujlj:、:1¥.-1'.したi遺骨初から 51L1器じ後二1':

から 6・IU:紀前半が主体と巧・えられる。

:1けてIu物IJ.、ー!こfalir.;fがj~i本で、 ~f(!!( ?r~i: l;t少な、、。1i

al~ 品も 1ilní が数.，\: 1'， -1 したのみである 。 他には、 I~I 然

水路|付から弥生時代未j切のーI'.!，fliが数点:1¥-1'，したの と、

21;;' 1'.助活から人の'¥'1')'，' ()dlliHlか?)が:1¥二上した。

1ft!干1l 59il~伐のお l 次i品IHt てもは、鉄製品ゃれ・ 1;，の ，' 1\ こ1-.を

みたが、今l!!lはH¥:;I-.しなかった。

大塚治問;1;士、千IJX;2 jド!変 ・3il~ J主と ~Hf，li iì1I，IN を予定

している。 i虫~1J;の ' 1 '心部が士、.t($<. となるので、 今11'- 1立以

|二のJí)己保がJYH~:される 。

( l~浜市数百妥11会九IJI h~Í( -'. ) 

22. 縄文晩期から古墳前期に至る遺物出土

長浜市ロ分間 川崎遺跡

今lulの i~~1ilj:、|訓{本':;，. 悶士結核!Jiil 'l'~業 ( I 1分111地区)

に伴う ・Ji.fIij湖従でhある。初公対象mi1t'iは、6.3haで、

そのl勾制作したのはが)3，000111'である。

，純資 Ij:、支:~排水路投ぴ文科ii立拘 ， I;IJi:.の予定地に

耐 2111から 5111 (7)トレンチを設定しill機による制的を

iut)Yf.lfliまで行ない、それ以後入力によ って巡Wf.約千t' 

泣物1*J政・記録図jrliの作成，t-;よぴ3日支払ilUなどの作業:

を行なった。

制針の結よ長、 1':1然水路と滅状i剖，Vf'ピッ ト少数を検

プM-i""c;l"'l..;._受講

Tー 16完綴状況(西から)
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出した。自然、水路はi事j北及北商方向に延びるもので逃ー

物l主流れ込みのものである。 ii~~状巡構は自然水路に iた

れ込んでいると 二考えられる。逃物1;1、岩Ili文H免JUjの少1干

がf枠内下!脅から数点出土し 、 弥生中1~J第 3 ・ 4 械式が

日Ij構内から出土している。遺物で大半をしめるのが古

174.水底発掘調査の紹介

唐橋遺跡

腐.t，!iii立S母、l立、現ギ1:の誠事[[I)ぎ備の下流約8001の誇;iimJlI

Eまに玉，i:.l1!ょする。 19871fに5りむした治水による辿湖、従問

機認制資の紡梨、!JH~'泣柿および、 i立物包含!日が検出

さjした ζ とから、 1988年度より本絡的な謝去を H~J !tf.ì し、

1989if-}立に制有を終了した。前年l交の認I~j:ffの結来 、 7

世紀代の統制1 ~，HJb立紛が 2l在、これより l時代の下る統

1月IJ，~~巡桃が 2 事~ni 2 Jふさらに紛に関わると考えら

れる礎折紙 、Pit等が検出さ tlている。

今年度は 、 前年度i~~1Eの上流符11 850rげについて、潜

水による発綴淵査を炎絡した。;u.~貨の給来、絡に関わ

るとみ・えられる礎石l作と大況のi遺物が検出された。礎

石にはこつの純lJlが認められる。 一つは前後約20cm程

の阿孔を中央に持つもの、一つは一辺 1m前後、Jrlさ

が20cmほどの方形の石村を用いたものである。礎石l主、

いずれも lii.ギE しており 、 3JLf立rt を留めていないìTftì~利:

がj¥':j¥.、。 この礎石の年代{止、現段階では不明であるが、

米銭を rl~'心 とする1'i:幣が、この周辺より ったi誌に出土し

ていることから 、中t世i仕tちし〈はj近丘也

百可f能t伯性f当全i主二が日向:ミ当:ヰiμもい、、。 前正年F引l皮支にこの上;流耳庇6部よ り検l出臼 さjれL以丈た二、

王年F代?不fド，1明列とした 2)，応島の俄j関脚肉附1，1;必E礎i逃立t椛持が、 書長良時代もし

くは平安JI刺にのものの可能性が高いことから 、Fg橋(セ

タハシ)は、徐々に上流昔日に彬殺され、現;(r:(立併に至

ったことが推定できる。巾土逃物{ま多JI攻に波')、組rr文

11，¥;代早期から近代に至るものが含まれる。中でも 、戦

闘にj刊いられたと々えられる武具類や、セタハシの羽:
，t..l""・

築にJFIいられたと考えられるf手、針、主退去す:の建設F日以、

唐橋遺跡 検出礎石

J貞前jgj0土慌て'完L砲のニt~'*も含んでいる。 水路及び講

のつながリは不I問機であるが、来年度調校予定の繭部

地区の成裂にjm待したい。

(長浜市教育委員会森口 ilJIIl1:l ) 

，.，・""."剛H剛" ・・'"川崎"蜘網"，.“"・4・.. ・0制刷。例制 ・"“・6・~IIIII""“蜘網"・H網"蜘制的胸..."t:II'・・".・''''''，"則....rI"...，.." ・

なんらかの祭最Eによ日いられたと;;Jj・えられる仏具、 1'í:~W

等がt主目される。

童十江浜遺跡

~I 江浜遺跡(i 、 rIi白書11新旭町安|・江地先の湖底に立地

する。 1986(，ドに実施した潜水試線刻売の結果、弥生時

代首ífJgjの i遺物~合病が検出されたことから 、 1987年よ

リ本終的な淵殺をHfl始し、 1989.{~の第 3 次絢宣伝をもっ

て~~与了した。

調ゴ~~の結占!!:、 3 而の逃術開が牧~B されている。第 1

遺構而lま年代は不明であるが、杉の巨大な板材により

i遜j印された畦道上の法制と水区Ii留などからなる。第 2

i立総而(i、1陥 501以上をi!lijる大桃 3粂と 、これに合流、

分流する小織多数からなる ìfiiì防法fiY~ ， f，限立花縫物など

からなる。検出された大織の一部には、阪材をJ目いた

足立:1止の巡*lYiがibt.められる。

今回の捌~でi誌も注目されるのは 、 ~13 逃桃iIiiから

検出さJ.lた弥生時代前期めよ立椛併である。逃総は、内

i制状のjがち込みと 、琵琶湖の問に鋭り出た初jと構によ

リ外界と区岡さ tlた、砂洲状の尚まりの上に立地して

いる。検出された主な迂i:.tW~は、~~穴式住}，!;. 2線、11ii1立

中1.建物2Nl、ごk割高、土城:必などである。さらによれら

のi立構にと Lない士総を中心とする大i誌の逃物も検:Ii

されている。中でも特徴的なのは、多機な生前期具ーの

未製品が比 られることである。いろいろな製作段階の

S秋 、 抗体、 才{斧 、 士~*器の製作に用いられたと考えられ

る納土の塊などがそれである。

この第 3i立構聞の綱流結来は、琵琶湖湖停における

典型~的な i遺跡の :ïL Jt!!. を示していると 共に 、 i却l伴ーに生き

た人々の生活の有機を 、具体的に復元することを可能

にしたといえよう。(大沼 芳幸)

針江浜遺跡 第 3遺構面全景
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